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編
集
後
記

さ
る
二
〇
一
〇
年
六
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ

た
武
智
鉄
二
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
連
す
る
二
つ

の
論
考
を
収
録
出
来
た
の
は
、
研
究
所
の
悦
び

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
歌
舞
伎
役
者
で
人
間
国
宝
の
坂
田

藤
十
郎
氏
に
、
武
智
歌
舞
伎
に
つ
い
て
の
回
顧

の
追
加
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
。
も
う

ひ
と
つ
は
本
学
教
員
四
方
田
に
よ
る
映
画
監
督

と
し
て
の
武
智
を
め
ぐ
る
論
考
で
あ
る
。
来
年

生
誕
百
年
を
迎
え
る
こ
の
芸
術
す
る
巨
匠
は
言

語
文
化
を
考
え
る
者
に
と
っ
て
、
つ
ね
に
大
き

な
指
標
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
れ
を
確
認
で

き
た
点
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
有
意
義
で
あ
っ

た
。な

お
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
半
年
を
待

た
ず
し
て
、
中
村
富
十
郎
氏
と
狂
言
方
の
茂
山

千
之
丞
氏
が
泉
下
の
人
と
な
ら
れ
た
。
謹
ん
で

お
二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
若
い
世
代
の
研
究
者
・
批
評
家
の
間
で
、

武
智
鉄
二
を
め
ぐ
る
さ
ら
な
る
研
究
と
論
議
が

活
発
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

（
岡
本
・
四
方
田
）

❖　
　
　
　
　
　
　
　

言
語
文
化
研
究
所
の
二
〇
一
〇
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
こ
こ
で
報
告
し
て
お
き
た
い
。
通
常

の
活
動
と
し
て
は
「
ホ
メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」「
記

号
哲
学
研
究
会
」「
言
語
学
基
礎
講
座
」「
タ
イ

語
講
座
」
な
ど
、
多
彩
な
十
の
研
究
会
・
読
書

会
が
例
年
通
り
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
息
の
長
い
取
り
組
み
の
ほ
か
、
今
年
度
も
数

多
く
の
興
味
深
い
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

ま
ず
特
記
す
べ
き
は
二
つ
の
大
き
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
十
一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ

た
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
史
５
０
０
年
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
は
本
号
の
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
そ
の
内

容
を
完
全
収
録
し
、
企
画
者
の
大
原
ま
ゆ
み
氏

（
文
学
部
芸
術
学
科
教
授
）
に
執
筆
者
の
紹
介

を
お
願
い
し
た
。
ま
た
六
月
十
二
日
に
お
こ
な

わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
武
智
鉄
二
・
伝
統
と

前
衛
」
に
つ
い
て
は
二
つ
の
関
連
論
考
を
本
号

に
掲
載
し
、
共
同
企
画
者
の
岡
本
章
氏
お
よ
び

四
方
田
犬
彦
氏
（
と
も
に
芸
術
学
科
教
授
）
に

解
説
を
お
願
い
し
た
。
時
代
も
国
も
領
域
も
ま

っ
た
く
異
な
る
二
人
の
芸
術
の
巨
匠
に
関
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し
た
議
論
の
場
を
提
供
で
き

た
こ
と
は
、
本
研
究
所
に
と
っ
て
欣
快
の
至
り

で
あ
る
。

ま
た
二
〇
一
〇
年
度
は
音
楽
関
係
の
催
し
が

相
次
い
だ
年
で
あ
っ
た
。
秋
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
は
九
月
二
七
日
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
リ

ン
カ
ー
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
聖
歌
隊
を
招
い
て
本
学

宗
教
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
お
こ
な
わ
れ
た

「
明
治
学
院
×
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド　

合
同
演
奏

会
」
で
あ
る
。『
さ
く
ら
』
か
ら
ヘ
ン
デ
ル
の

『
ハ
レ
ル
ヤ
』
に
い
た
る
多
彩
な
曲
と
美
し
い

歌
声
は
、
チ
ャ
ペ
ル
を
埋
め
た
多
く
の
聴
衆
を

魅
了
し
た
。
六
月
四
日
に
は
ジ
ョ
ン
・
エ
ル
ウ

ィ
ス
氏
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
『
ダ

ウ
ラ
ン
ド
の
涙
』
が
開
催
さ
れ
た
。
本
誌
に
は

明
治
学
院
大
学
大
学
院
博
士
課
程
在
学
中
の
加

藤
拓
未
氏
に
よ
る
そ
の
翻
訳
と
解
説
を
掲
載
し

た
。
年
末
の
十
二
月
十
一
日
に
は
昨
年
に
引
き

つ
づ
い
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
企
画
と
し
て
、
本
学
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出
身
者
で
あ
る
ハ
ー
プ
奏
者
寺
本
圭
佑
氏
と
新

進
気
鋭
の
フ
ィ
ド
ル
奏
者
大
竹
奏
氏
を
中
心
に

「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス
―
―
ケ
ル
ト

の
お
話
と
ダ
ン
ス
、
伝
統
音
楽
」
が
開
催
さ
れ
、

ま
た
演
奏
会
で
は
な
い
が
、
十
二
月
十
三
日
に

は
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
教
授
ヘ
レ
ン
・
ガ
イ

ヤ
ー
氏
に
よ
る
講
演
会
「
十
七
・
十
八
世
紀
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
養
育
院
と
音
楽
」
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
さ
ら
に
年
が
明
け
た
二
月
十
九
日
に
は

樋
口
隆
一
氏
（
芸
術
学
科
教
授
）
の
指
揮
に
よ

る
「
北
ド
イ
ツ
の
巨
匠
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ブ
ク

ス
テ
フ
ー
デ
―
―
夕
べ
の
音
楽
―
―
」
が
催
さ

れ
た
。
バ
ッ
ハ
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
ド

イ
ツ
・
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
巨
匠
の
作
品
が
こ
の

よ
う
な
形
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
は
き
わ

め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

音
楽
関
係
以
外
に
も
二
つ
の
講
演
会
が
催
さ

れ
た
。
シ
ネ
・
カ
ノ
ン
の
設
立
者
で
あ
る
映
画

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
李
鳳
宇
氏
に
よ
る
「
日
本
映

画
の
現
在
と
未
来
」（
十
月
十
九
日
）
と
、「
紅

衛
兵
」
と
い
う
こ
と
ば
の
生
み
の
親
で
作
家
・

歴
史
学
者
の
張
承
志
氏
に
よ
る
「
中
国
の
言
語

と
文
化
」（
十
一
月
九
日
）
で
あ
る
。
張
承
志

氏
が
講
演
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
原
稿
は
本
誌

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
こ
う
し
た
催
し
ご
と
に
は
よ
ら
な

い
特
別
の
寄
稿
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た

い
。
当
研
究
所
に
は
西
脇
順
三
郎
が
心
血
を
注

い
で
書
き
た
め
た
ギ
リ
シ
ア
語
と
漢
語
の
比
較

に
関
す
る
貴
重
な
原
稿
が
大
量
に
保
存
さ
れ
て

い
る
。
本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
工
藤
進
氏
の
論

考
は
そ
の
原
稿
調
査
に
基
づ
い
て
フ
ラ
ン
ス
語

で
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
本
誌
掲
載
に
あ
た
っ

て
「
ホ
メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」
の
講
師
で
あ
る
生

田
康
夫
氏
に
翻
訳
し
て
い
た
だ
い
た
。
生
田
氏

に
は
「
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
声
」
に
つ
い
て
の
論
文

も
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
富
山
英
俊
氏

お
よ
び
マ
イ
ケ
ル
・
プ
ロ
ン
コ
氏
（
と
も
に
英

文
学
科
教
授
）
に
よ
る
宮
沢
賢
治
の
英
訳
は
本

誌
の
第
二
四
号
、
二
六
号
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た

一
連
の
訳
業
の
延
長
上
の
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

（
朝
比
奈
弘
治
）


